
1．業績推移 および 2015年3月期業績予想 （百万円） 4．2014年3月期実績について

（１）セグメント別取り組み

売   上   高

営 業 利 益 農業資材事業 肥料事業 消費増税前倒し需要や販売促進により販売数量増加し、増収増益

経 常 利 益 園芸事業 当社製品取扱ホームセンター店舗数拡大で増益

当期純利益 種苗事業 「アニモ」の栽培面積拡大

乾牧草事業 東海エリアなど、販売エリア拡大により増収増益

2．セグメント別  売上高 および セグメント利益 （百万円） 環境ソリューション事業 除染管理業務、大気・水質・土壌の調査分析業務の受注拡大により増収増益

砕石砕砂･ﾏﾃﾘｱﾙﾘｻｲｸﾙ事業 生コン、アスファルト合材の需要拡大や木くずの集荷量増加により増収増益

鉄鋼建設資材事業 （２）減損損失の計上

農業資材事業 ・減損損失額

環境ソリューション事業 鉄鋼建設資材事業の固定資産等 ： 8,572百万円

砕石砕砂・ﾏﾃﾘｱﾙﾘｻｲｸﾙ事業 ・減損損失計上の背景

その他 鋼材需要の低迷、鉄スクラップ価格の高値推移、エネルギーコストの上昇に加え、大雪の影響により製鋼工場の操業停止

調整額 ・次期（2015年3月期）への影響

次期へのコスト影響を可能な限り圧縮

鉄鋼建設資材事業

農業資材事業 5．2015年3月期業績予想について

環境ソリューション事業 （１）セグメント別取り組み

砕石砕砂・ﾏﾃﾘｱﾙﾘｻｲｸﾙ事業 鉄鋼建設資材事業 製鋼工場復旧への取り組み、鋼塊（ビレット）購入による圧延工場の操業維持

その他 高付加価値製品（高強度・太径鉄筋、ねじ節鉄筋）の販売拡大

調整額 販売拡大に向けた増産体制実施

徹底した省エネ･コストダウン活動の実施

農業資材事業 肥料事業 エコレット等有機質肥料の販売拡大

3．鉄鋼建設資材事業 および 農業資材事業の実績 園芸事業 製品取扱ホームセンター店舗数拡大、新アイテムにより販売拡大

種苗事業 「アニモ」の栽培面積拡大、新品種の投入

乾牧草事業 東海地区での販売エリア拡大

鋼材販売数量  計 環境ソリューション事業 除染管理・震災復興関連業務の受注拡大

異形棒鋼 砕石砕砂･ﾏﾃﾘｱﾙﾘｻｲｸﾙ事業 販売数量拡大、販売価格の値上げ

構造用鋼

鋼材販売単価 （２）鉄鋼建設資材事業の業績改善要因 および 悪化要因 （百万円）

スクラップ払出単価

メタルスプレッド 減損損失計上による削減

肥料販売数量  計 ４直３交代から３直２交代へシフト

内有機肥料

肥料販売単価

操業停止によるコストアップ △650

2,980

1,650

鉄鋼資材事業
・販売数量拡大、販売単価上昇により増収
・メタルスプレッド縮小やエネルギーコスト上昇に加え、大雪の影響で製鋼工場停止し減益
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操業停止による利益悪化

　　　　　　　　　　　　　改善要因合計

項　目

減価償却費削減

操業体制変更、要員削減

メタルスプレッドの拡大

230

1,100

2014年5月12日（月）


